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 事業概要 

JAXA で作成する衛星海洋・雪氷プロダクトを最大限に活用し,日本一の高解像度（約 3km 分解能）
の海洋モデル及びデータ同化システムを用いて,欠損域のない「海中天気予報」を作成し,衛星情報をよ
り身近で利用可能なものにすると同時に,極域を中心とした気候変動研究を進め,地球温暖化予測や影
響評価の精度を向上する. 

 
http://www.eorc.jaxa.jp/earth_observation_priority_research/ocean/ 

 

 JSS2 利用の理由 

非常に高解像度(3km)な領域海洋モデルに衛星データを毎日に同化し,10 日～80 日先までの海中の三
次元物理量を予報するため,EORC で通常利用している Linux 計算機では実行ができないため,スパコ
ンが必要である. 

 

 今年度の成果 

JAMSTEC と共同開発した,3km 解像度の日本南岸域海洋モデルをベースとした衛星海面水温（SST）
データ同化システムを FY28 に JSS2 上に移植し,JSS2 で運用可能なシステムを構築した.今年度は,本デ
ータ同化システムにおいて,GCOM-W 衛星搭載 AMSR2 SST,静止気象衛星ひまわり 8 号 SST,Aqua 及
び Terra 衛星搭載 MODIS SST を 20 アンサンブルメンバで同化し,衛星データの同化による日本南岸
の黒潮流路や海中の変動の再現についての実験を実施した.図 1 は同化する衛星 SST の違いの同化結
果へのインパクトを示したものであり,同化している SST の季節バイアス（MODIS は夏に負,ひまわ
りは夏に正,AMSR2 は年間中立）の違いが影響し,モデルシミュレーションの水温場で,夏季に鉛直プロ
ファイルに大きいバイアスが発生していることが判明した.このため,SST 同化時点での衛星間バイア
ス軽減を組み込んだ. 

さらに,2017 年 9 月末に黒潮大蛇行が発生したケースについて,JSS2 スーパーコンピュータ可視化チ
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ームの協力を得て,黒潮変動の時間変化の動画を作成した.図 2 は 2017 年 8 月～9 月にかけての日本南
岸域での海洋変動の日変化のシミュレーションであり,海面の流速ベクトルと,流速が強い領域をカラ
ーで示している.9 月末に関東の南側で黒潮が大きく蛇行しているのがわかる. 

また,名古屋大学と連携して,上記の 3km 解像度海洋モデルおよび衛星 SST 同化システムをタイ湾周
辺に適用し,JSS2 での試験を行った.同時に解像度の粗い（1/12 度）西太平洋広域モデルも実装し,3km
解像度モデルの境界条件を提供すると共に,アジアーオセアニア域の環境・災害問題対応に向けた検討
を進めている.図 3 は,2015 年 8 月のタイ湾周辺域について,3km 解像度の衛星海面水温を同化したモデ
ル海面水温（左）と,2km 解像度のひまわり 8 号海面水温（右）の動画である.インドシナ半島東岸での
湧昇（青色の低水温）がモデルでも再現できていることがわかる. 

このように,衛星データのモデルへの同化を推進することにより,衛星観測の欠測を埋めた,あるいは,
衛星から直接観測できない物理量を含めた連続的な海洋環境データセットを作成することができる.
これらのデータセットは海洋環境監視,水産,船舶航行等の分野での活用が期待される. 

 

 
図 1 衛星海面水温データが同化結果にもたらす差異.(a)MODIS のインパクト

（2017 年 1-4 月平均）,(b)同（2016 年 5-8 月平均）,(c)AMSR2 のインパク
ト（2017 年 1-4 月平均）,(d)同（2016 年 5-8 月平均）,(e) ひまわり 8 号の
インパクト（2017 年 1-4 月平均）,(f)同（2016 年 5-8 月平均） 
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図 2 2017 年 8 月～9 月にかけての日本南岸域での海洋変動の

日変化のシミュレーション動画 
 

 
図 3 2015 年 8 月のタイ湾周辺の海洋モデル（左）と衛星（右）

による海面水温動画 
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)：0.72 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利用割合※2 (%) 

SORA-MA 5,534,231.01 0.74 
SORA-PP 0.00 0.00 
SORA-LM 0.00 0.00 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 
/home 042.92 0.03 
/data 83,866.16 1.55 
/ltmp 8,789.07 0.66 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 
J-SPACE 0.00 0.00 

 
※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 
※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法 MPI 
スレッド並列手法 自動並列 
プロセス並列数 20 - 32 
１ケースあたりの経過時間 50.00 分 
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